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◎ 

年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
、
私
の
ス
パ
ル
タ
の
ご
と

き
進
行
に
さ
ぞ
怨
嗟
さ
れ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
参
加
さ

れ
る
皆
様
が
等
し
く
、
且
つ
で
き
る
だ

け
早
急
に
く
ず
し
字
に
熟
達
し
て
い
た

だ
き
た
い
一
心
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
ど
う
か
ご
理
解
の
上
、
当
た
っ
た
人

の
熟
考
を
妨
げ
る
よ
う
な
安
易
な
「
さ

さ
や
き
」
は
慎
み
（
結
構
聞
こ
え
て
い
ま

す
）、
我
慢
し
た
分
は
ご
自
身
が
当
た
っ

た
時
に
爆
発
さ
せ
て
下
さ
い
。 

丹
波
の
古
文
書
の
世
界
を
こ
こ
に
集

っ
た
全
員
で
楽
し
め
る
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
一
七
年
正
月 

 

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
講
師 

 

木
村
修
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎ 

謹
賀
新
年
！ 

 

古
文
書
解
読
能
力
が
向
上
す
る
こ
と

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
当
倶
楽
部
設

定
の
事
業
に
参
画
し
、
一
層
、
活
き
活
き

と
し
た
時
間
を
お
楽
し
み
願
い
ま
す
。 

代
表 

川
口
利
和 

    

☆ 

二
月
例
会 

日
時 

２
月
11
日(

土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備
係(

敬
称
略) 

芝
本
満
、
森
田
尚
典
、小
島
典
夫 

 ☆ 

「
生
涯
学
習
・市
民
活
動
実
践
グ
ル
ー
プ

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
２
０
１
７
」 

日
時 

２
月
11
日(

土) 

午
後
一
時
半
～
四
時
半 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

内
容 

開
会
あ
い
さ
つ(

川
口
代
表) 

講
演
会(

１
時
40
分
～
2
時
40
分)

 

参
加
料(

資
料
代)
一
人
３
０
０
円 

詳
細
は
募
集
チ
ラ
シ
参
照 

受
付
・展
示
業
務
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
中
、
申
込
は
岸
孝
明
ま
で 

友
人
・知
人
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
が
必

要
な
人
は
岸
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。 

 

◎ 

第
15
回
歴
史
文
化
を
め
ぐ
る
地
域

連
携
協
議
会
の
開
催 

 
 

１
月
29
日(

日)

11
時
～
17
時 

 
 

神
戸
大
学
滝
川
記
念
学
術
交
流
館 

 

参
加
無
料 

申
込
〆
切
1
月
23
日 

 

詳
細
は
募
集
パ
ン
フ
参
照 

 

参
加
希
望
者
は
役
員
ま
で
至
急
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
当
会
か
ら
３
名
参
加 

◎ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
依
頼 

 

ま
だ
、
回
答
し
て
戴
い
て
い
な
い
方
、

是
非
、
岸
ま
で
回
答
用
紙
を
提
出
下
さ

い
。 

 

☆ 

平
成
29
年
度
古
文
書
倶
楽
部 

新
規
会
員
募
集
始
ま
る
。 

１
月
１５
日(

日]

記
者
発
表
・公
表 

左
記
要
領
に
て
、
募
集
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
お
友
達
・知
人
等
で
、
古
文
書
に

興
味
・関
心
を
持
た
れ
て
い
る
方
に
お
伝

え
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 

・ 

申
込
方
法 

各
住
民
セ
ン
タ
ー
備
付
け
の
申
込

書
、
ま
た
は
電
話
連
絡
等(

氏
名
・住
所
・

電
話
番
号)

に
よ
り
、当
倶
楽
部
役
員
宛

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

・ 

申
込
〆
切 

平
成
29
年
２
月
15
日
（水
） 

・ 

募
集
人
数 

 
 

２
０
名
程
度 

・ 

講
師 

 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
特

命
講
師 

木
村 

修
二
氏 

・ 

年
会
費(

予
定) 

 

５
，０
０
０
円 

・ 

申
込
・問
合
せ
先
電
話
番
号 

０
８
０-

５
３
５
５-

２
３
０
１ 

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
代
表 

川
口
利
和 

 
☆ 
三
月
例
会
の
会
場
変
更 

春
日
住
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

会
場
準
備
係(

敬
称
略) 

久
保
小
枝
子
川
原
邦
弘
桜
井
三
枝
子 

☆ 

平
成
28
年
度
総
会 

 
 

三
月
例
会
に
引
き
続
き
開
催 

    

自
己
紹
介
を
取
り
上
げ
る
に
は
、
頁

が
足
ら
ず
、紙
面
が
中
途
半
端
に
余
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

耳
袋(

耳
嚢)

は
、
江
戸
後
期
の
巷
説

奇
聞
を
集
め
た
根
岸
鎮
衛
の
随
筆
集
。

著
者
は
名
奉
行
と
し
て
も
知
ら
れ
、
不

思
議
な
話
・味
の
あ
る
話
が
て
ん
こ
盛
り

の
本
だ
そ
う
で
す
。
江
戸
人
に
倣
っ
て
新

し
く
話
題
提
供
欄
を
作
り
ま
し
た
。 

今
回
は
『
超
高
速
!
参
勤
交
代
』
と

い
う
本
を
紹
介
し
ま
す
。 

講
談
社
文
庫 

著
者 

土
橋
章
弘 

老
中
か
ら
5
日
以
内
に
参
内
せ
よ

と
命
じ
ら
れ
た
磐
城
湯
長
谷
藩
主
内
藤

政
醇(

ま
さ
あ
つ)

が
家
来
と
と
も
に
藩

お
取
り
潰
し
を
避
け
る
た
め
、
韋
駄
天

走
り
を
し
て
期
限
内
に
参
内
し
、
悪
老

中
を
懲
ら
し
め
る
と
い
う
虚
実
織
り
交

ぜ
た
痛
快
な
お
話
し
で
す
。
当
初
は
戯

曲
と
し
て
書
か
れ
、
同
題
の
映
画
共
々

大
当
た
り
し
た
作
品
で
す
。 

湯
長
谷
藩
も
藩
主
内
藤
政
醇
も
実
在

で
す
が
、
な
ん
と
、
湯
長
谷
藩
の
領
地
は

市
島
町
下
竹
田
に
も
あ
り
、
代
官
が
依

田
陣
屋
に
詰
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
世

間
は
狭
い
な
ぁ
ー
． 

(

岸
孝
明 

記)  

 

  
事

務

連

絡

(

高

札

場

)
 

 
 

 
 

 
 

話

題

提

供

(

耳

袋

)
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